
石原立憲 Copyright Reserved 
 

生産現場における安全確保の考え方 

人 設備、物質、状態（自然現象を含む） 

区
分 

人のエネルギー＞危険源の持つ 

エネルギー 

危険源の持つエネルギー≧人のエネルギー 

特
徴 

行動を制御でき

ない 

行動、エネルギー等を制御できる 

 

エネルギーを 

制御できない 
危
険
源 

安
全
状
態
の
可
能
性 

人に安全な行動

をとらせること

で安全状態を作

ることができな

い 

 

人に安全な行動

をとらせること

で確率的ではあ

るが安全状態を

作れる 

危険源の保有エネルギーを除

去する手段が確定的(決定論

的)であり、作り出される安全

状態は確定的である 

危険源の保有エネル

ギーを除去する手段

が確率的(信頼性依

存)であり、作り出さ

れる安全状態は確率

的である 

危険源の保有エネ

ルギーを除去して

も安全な状態にな

らない(有害物質

や発熱反応を扱う

現場・施設など) 

危険源の保有エネ

ルギーを除去する

ことができない

(地震、雷など) 

考
え
方 

本人の技術・技能

で危険状態を回

避させる、又は、

防具着用するこ

とで被害の低減

を図らせる 

作業標準などル

ール決めて守ら

せることで危険

状態の回避と被

害の低減を図る 

フールプル

ーフな仕組

みを用いて、

人に確定的

安全状態を

維持させる 

設備自体にセ

ンサと判断機

能を持たせて

確定的安全状

態を維持させ

る 

設設備自体にセンサ

と判断機能を持たせ

て、危険状態を回避

させる 

設備自体に信頼性

の高いセンサと判

断機能を持たせ

て、障害の発生を

低減するか、又は

障害発生時にも運

転を継続できるよ

うにする 

とり得る技術的・

経済的範囲で設備

的な防護を行い、

被害の低減を図る 

具
体
例 

・危険な作業はさ

せない 

・危険な作業は必

ず責任者が立

会する 

心理学を応用し

て決めたことを

守るように仕向

ける（マインドマ

ネジメント） 

“しくみ”

を用いた安

全確認型シ

ステム 

 

 

電気的手段を

用いた安全確

認型システム 

 

・危険検出型システ

ム 

・フォールトトレラ

ンス（二重化等） 

・フォールトアボイ

ダンス 

・フォールトトレ

ランス（二重化

等） 

・フォールトアボ

イダンス 

・免振構造 

・部分破損により

危険源のエネル

ギーを吸収・分

散させて重要部

分の破損を防止 

・保護具の着用 

安
全
方
策
（
推
奨
） 

基
本
構
造 

管理者（権威者）が人（作業者）の

安全に責任を持つ 

設備に人（作業者）の安全確保の責任を持たせる 

 

安全確保の原理・原則：力の強い方が安全確保の責任を持つ 

：確定的な安全方策 

：確率的な安全方策 

：確率的な安全方策（安全確保の能力は   より低い） 


